
地域医療研修 ４週間プログラム ＧＩＯ(一般目標)，ＳＢＯ(到達目標)（案）     秩父生協病院 

 
GIO ：中小規模病院での医療の特徴、医師の役割、及び地域連携のあり方を理解し、地域にも 

とめられる総合的な診療能力を研修する。 
 
SBO：1、かかりつけ医の役割を述べるこができる。 
   2、地域の特性が、患者の罹患する疾患、受療行動、診療経過などにどのように影響するかを述 

べることができる。 
3、患者の心理社会的な側面（生活の様子、家族との関係、ストレス因子の存在など） 

について医療面接の中で情報収集できる。 

   4、疾患のみならず、生活者である患者に目を向けて問題リストを作成できる。 

    5、患者とその家族の要望や意向を尊重しつつ問題解決を図ることの必要性を説明できる。 

   6、患者の日常的な訴えや健康問題の基本的な対処について述べることができる。 

   7、患者の年齢・性別に応じて必要なスクリーニング検査、予防接種を患者に勧めるこ 
とができる。 

   8、健康維持に必要な患者教育（食生活、運動、喫煙防止又は禁煙指導など）が行える。 

   9、患者診療に必要な情報を適切なリソース（教科書、二次資料、文献検索）を用いて 
入手でき、患者に説明できる。 

10、患者の問題解決に必要な医療・福祉資源を挙げ、各機関に相談・協力ができる。 

   11、診療情報提供書や、介護保険のための主治医意見書の作成を補助できる。 



Ⅱ、各医療での具体的目標 
 

GIO－1  回復期リハビリ病棟医療について理解し実践できる 
SBO①入院患者に求められる基本的対応を指導医に相談しながら行う。 
    ②回診を行い、必要な対応と診療録への記載を行う。 

    ③基本的処置、緊急時の対応ができる。 

    ④レントゲン、心電図、エコーなどの記載を原則として当日のうちに行う。 

    ⑤原則として２日以内に（遅くても一週間以内に）退院時要約を記載する。 

  ⑥新入院患者の所見をとり、検査・治療計画を作成・実施する。 

    ⑦他職種と検討会を行い、よりよい医療を提供できるようにする。 

⑧疾患の学習会を行い、医療内容の向上にいかせる。 

  ⑨患者・家族・関係者への基本的説明ができる。 

  ⑩倫理的な問題を整理することが出来、基本的な対応ができる。 

  ⑪保険請求、経営問題について基本的知識を身につけ、基本的対応ができる。 

    ⑫診断書、指示書、意見書など複雑でないものについては作成できる。 

 

 

GIO－２ 療養病棟医療について理解し実践できる 

SBO①療養病棟（医療・介護）の性格、目的について概要を知り基本的対応が出来る。 

    ②一般病棟から療養病棟への転棟がスムーズに行えるようマネージメントする事ができる。 

  ③療養中の患者の状態変化に対して基本的な処置・対応ができる。 



GIO－３ 総合内科外来医療について理解し実践できる 
自己紹介をして適切な医療面接ができる 

SBO①小病院で日常しばしば遭遇する疾患について、自己負担にも配慮した初期対応ができる 
②急患への基本的対応ができる。 
③専門医への紹介、入院治療の必要性が判断できる 
④地域の医療、福祉、行政機関と連携し、基本的対応ができる。 
⑤退院患者を中心として継続医療ができる。 
⑥健診、人間ドックの診察を行い、所見の記載、結果返し、教育の基本的対応ができる。 

    ⑦診断書、指示書、意見書など複雑でないものについては作成できる。 

 

GIO－４ 在宅医療について理解し実践できる 
SBO①訪問診療を行い、患者の生活全体を観察・把握しながら、基本的対応ができる。 

  ②訪問看護に同行し、協力して患者対応ができる。 

    ③在宅での看取りについて、基本的な援助ができる。 

    ④診断書、看護指示書、主治医意見書など複雑でないものについては作成できる。 
 

GIO－５ 健康診断について理解し実践できる 
SBO①健診活動の意義について説明できる。 
  ②健診の結果返しを行うことができる。 
  ③スロー筋トレ。インターバル速歩、認知予防等の概略説明と援助が出来る 
 
   



GIO－６ 病院の管理と運営について理解をふかめる 
SBO①秩父地域の病院・介護・福祉・行政との連携について概要を説明できる 
  ②小病院の管理運営・経営上の問題点について概要を説明できる。 
 

GIO－７ その他について 

SBO①地域の健康作りの取組みや懇談会等に２回以上参加し、地域の要求を知り、日常診療にいかす。 

  ②住民と共に行う医療・介護保健・福祉活動に関するの知識をふやし、日常診療、地域活動、医療・ 
介護・福祉をよくする活動にいかす 

 
 
 

      評価：形成的評価を適時実施する 

 

①行動目標にもとずきながら自己評価を行い、指導医評価をうける。 
②看護師等多職種から評価表に基づき形成的評価をうける。 
場合により利用者からの評価もうける 

③研修医はポートフォリオを作成し、最終週に指導医と振り返る。 
④研修プログラム、指導層の評価も行い今後の研修改善にいかす。 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＊週間の基本予定です。 
＊予定は変わる場合があります。 
＊希望により変更があります。 

 
午前 午後 夜間 

月曜日 総合内科外来 入所判定会議 １/M  
医師会症例検討会 

火曜日 リハビリについて 病棟カンファレンス  

水曜日 子どもたちの実態を学ぶ 
（保育園・学童・障害者施設等）

エコー検査 病棟 
市立病院図書室研修資料 
振り返り ポートフォリオ作成 

木曜日 朝医局学習会 
小児科外来 

地域健康づくり活動・訪問看

護・介護同行 
 

金曜日 病棟回診 在宅診療 夜間総合内科外来 

土曜日 総合内科外来/２回   

日曜日  


